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経済

環境

事業者名 株式会社笑庵

「安心・安全な食の提供」をモットーに、地域、お取引先と連携して、社会課題の解決と安心安全な社会の
実現に貢献し、子供からお年寄りまで幅広い世代に愛される「にぼらや」を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

・廃棄物削減への取組み

・時間外削減に向けた取組み

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的
な取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

お客様、仕入先、金融機関、商工会、保健所等のすべてのステークホルダーとの対話を大切にし、持続可
能な社会づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

・プラスチック削減の取り組み
・コンポスト活用による廃棄物削減の取組み

・店頭でのプラスチック製カトラ
リー削減2021年度90％
⇒2024年度100％
・生ごみ削減量10％
（2021年度比）

・DX推進による業務効率化推進

社会

経済

環境

社会

経済 導入完了

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確
認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

・完全週休2日制導入

前期の指標に対する実績

・時間外削減に向けた取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

・完全週休2日制の実現を目標として掲げ、以前より休暇
日数を増やすことに成功した。結果として、今回は完全週
休2日制の目標は達成出来なかったが、隔週週休2日制の
導入を達成するに至った。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
・目標として掲げていた会計ソフトの導入を達成し、業務
効率化に向けた基盤を整えた。
・日計表のiPad導入については現在準備を進めており、
さらなる効率化に向けた取り組みを継続しているが、目標
期限内は未達成となった。

・会計ソフト導入　達成
・日計表のiPad導入による効率
化　未導入（準備中）

a

・店頭におけるプラスチック製カトラリーの削減に積極的
に取り組み、その結果、目標を達成することが出来た。
・当社のラーメンは原則として白米を提供しスープも残さ
ず飲んで頂けるようにし、スープの廃棄を防止できるよう
努めている。その結果、生ごみや廃棄物の量を削減するこ
とができ、目標を達成することが出来た。

項目 完全週休2日制導入

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

・DX推進による業務効率化推進 現状（2025年） 更新時（3年後）

・店頭でのプラスチック製カトラ
リー削減2021年度90％
⇒2024年度100％　達成
・生ごみ削減量20％　達成
（2021年度比）

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

準備中

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

・会計ソフト導入
・日計表のiPad導入による効率
化

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

・隔週週休2日制導入

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 生ごみ廃棄物量

現状（2024年） 更新時（3年後）

２021年度比20％削減

隔週週休2日制導入 完全週休2日制導入

項目 日計表のiPad導入

2024年度比10％削減


